
令和４年度富山市ＳＤＧｓ未来都市戦略会議（令和4年８月１９日開催） 

 委員からの意見のポイント整理及び担当部署 

大項目 小項目 委員の意見 関連部署 

SDGs計

画管理 

市民の巻き込み  バックキャストの観点で集めた市民の声の、施策や事業への反映が求められる。 

 2030年のあるべき姿に向けた重点配分を踏まえて、市民が関与しながら挑戦することが重要。 

 市の各種事業を広報するだけでなく、市民の声を聴いて、事業に反映させていってほしい。 

企画調整課 

認証制度  中小企業に対するＳＤＧｓ認証制度を設立してはどうか。 企画調整課 

進捗管理  ＳＤＧｓの「進捗を測る」を活動に追加してほしい。 企画調整課 

情報公開  本会議の資料と議事録を公開してほしい。 企画調整課 

SDGs普

及啓発 

知る  少子化が社会課題である中、富山市の子育て支援（産後ケアハウス等）の更なるPRをお願いしたい。 企画調整課／こども支援

課 

理解する  ＳＤＧｓに関する冊子では優良事例だけでなく、誰もが取り組みやすい分かりやすい内容にしていただきたい。 

 ＳＤＧｓの理解度に応じた、対象者へのきめ細かい啓発をしてほしい。 

企画調整課 

実践する  市民全体でマイボトルを持つといった、共通して見える富山らしい取組を共有することが「自分ごと」につながる。 企画調整課 

ESD教育 学校教育  子供と保護者が家庭で一緒にＳＤＧｓを考えることを意識した学校教育。 

 小中高校生のＳＤＧｓに係る体験・フィールドワークに関する情報について、学校への提示や仲介をしてほしい。 

学校教育課 

人材育成  学生のＳＤＧｓ実践の現場訪問機会の創出。 

 フォアキャストとバックキャストの両方の考え方の学び、仲間との協力を通じた若い人材の育成が重要。 

学校教育課／生涯学習課 

教育×観光  ＳＤＧｓ認知度の高さを活かして、近隣県からの修学旅行や社会科見学を呼び込むのは有効ではないか。 学校教育課／観光政策課 

コンパク

トシティ 

- 

 

 公共交通利用率の下がった理由を深堀し、分析結果を基に次の提案の明確化、理由付けをすることが重要。 交通政策課 

DX／ス

マートシ

ティ推進 

-  DXを活用した取組が重要（例えば災害時の情報共有等）。 

 行政におけるDXを使いこなせる人材育成が必要。 

 スマートシティ推進にも廃棄処理やリサイクルの強み、自然資源を活かすといった「富山らしさ」を盛り込んでもらいたい。 

スマートシティ推進課 

脱炭素 

推進体制・政策  脱炭素の取組が弱い。脱炭素を含めた経済・環境・社会面で統合的に捉える推進体制の構築が求められる。 

 森林吸収源や海での吸収源といったネイチャーポジティブを取り込んだ「富山らしい」ＳＤＧｓ政策。 

環境政策課／森林政策課 

企業との連携  市内の資源を活用した脱炭素化や地域循環共生圏の検討を関係者皆さんで作っていきたい。 

 中小企業への脱炭素化推進の方法論の提示や、積極的に取り組む企業へのインセンティブの付与、また、消極的な企業への規制等が必要で

はないか。 

環境政策課 

金融／融資  （株）脱炭素化支援機構の設立（情報共有）。 環境政策課 

中小企業

支援 

情報発信／啓蒙

活動 

 企業がＳＤＧｓをコストではなく、ビジネスチャンスとして捉えるような啓蒙活動に取り組んでいただきたい。 

 富山市の地元企業のＳＤＧｓの取組内容について（県外や海外へ）の情報発信をサポートしてほしい。 

 中小企業がＳＤＧｓに取り組むことのメリット（売上向上、融資の受けやすさ、企業ブランディング、社員の士気向上等）を打ち出してい

くことが大事。 

商業労政課 

工業政策課  

具体的取組  イノベーション創出のためのプラットフォームや実証実験を行う環境を整備いただきたい。プラットフォーマーとしての行政の役割を強化

してほしい。 

工業政策課 

企業による取組  企業は財務情報だけでなく、社員の働き甲斐などの非財務情報も含めた生産活動をすることが重要。 

 会社の事業がＳＤＧｓのどのゴールに関連しているのかを社員が日々実感できるような社内報の発信をしている（情報共有）。 

商業労政課 

工業政策課 
 


